








11　北嶋紀事　巻一～五・附録　編者不明
　文政頃写　594,000円

13　休明光記　全9巻5冊　羽太正養 378,000円 14　休明光記附録　巻之一～十一（欠有）
　羽太正養　378,000円

15　樺太州川沢図　16舗　礫門甘利後知撰　明治8～9年写 1,296,000円

12　魯西亞火船之図 194,400円

内題「北嶋紀事集成」、各冊30～40丁程度、8冊。巻1～5は「文化四年
蝦夷雑事」とし、巻1～3は露寇関連文書、巻4は諸家人数書、箱館役人
姓名など。附録に遠山景晋「未曾有記」上・下ほか3冊を付す。「未曾有
記」は寛政11年蝦夷地エリモ附近までの往還記、奥書に遠山氏自筆本
からの筆写の来歴、文政2年の年記がある上写本。保存良。

箱館奉行・羽太正養（安芸守）の寛政11年～文化4年における公務
記録にて、幕府の蝦夷地経営、対露政策などを記す。26.5×18糎、
各冊50－70丁程度、彩色挿絵8図を含む。小虫裏打有、保存良。

左掲の「休明光記」を補う関連文書集として編まれたもの。本
巻に比して、附録は稀少だが、惜しくも巻之十の1冊を欠く。各
巻尾に安政4、5年記述「校合/福田好友、増井以孝」朱書あり。
羽太家蔵本と内容同一の上写本。23.5×17糎、各60～70丁程
度、10冊。「福田図書」蔵印、保存良。

薄葉和紙に精写、淡彩入、各葉大きさは異なるが概ね60×80糎程度。元袋入、裏面に「余曾
曰、川沢者土地之血脉也、・・・・・一日借覧松前人岡村某所携図則旧幕吏間宮最上二氏之図
稿、而某氏之所増加也・・・・明治八年五月既望夜、識於樺太州楠渓客舎」とある。河川中心
に漁労、番屋、魯人居宅など日露雑居情況を描く。内2枚に甘利の検べ書き有。亜庭湾岸（白
主、楠渓、大泊ほか）、東海岸（西富内、富内茶、栄濱ほか）、西海岸（鵜城、泊幌、楠苗）あわ
せて16舗。保存良。

木版彩摺、34×45.5糎、1面。添書き「本名ストンホートト云
長サ三十間　巾八間・・・・・嘉永六年七月上旬願之筋置之
肥前長崎の湊へ魯西亞より入津す・・・」。保存良。

９　新訂坤輿略全図　新発田収蔵　嘉永5年刊 270,000円
木版彩刷、竹口貞斉刻、49.5×107糎、1舗。卵形世界図ながらその精度の高さ、情報の新
しさにおいて評価の高い世界図。替表紙、保存並上。

８　重訂萬國全図　山路諧孝　安政2年刊 1,296,000円
木版筆彩入、114×197.5糎、図面金粉ちらし用紙、布張り原装簽付、1舗。「新訂萬國全
図」完成のほぼ40年後、幕府は天文方・山路諧孝にその改訂を命ず。その補訂者は諧孝
の長子・彰常と佐渡の新発田収蔵で、地名は著しく増補、間宮海峡の経緯度も修正され
た。僅かな小虫補修あり、簽に少スレあれど保存良。

７　萬國総界図　全　石川俊之
　宝永5年刊　864,000円

奥書に「宝永五戌子歳改之　書林 江戸
日本橋南一町目 須原茂兵衛蔵板」とあ
る。初刊は貞享5年、江戸・相模屋太兵
衛板で、刊記を持つ世界図としては最も
古く、本図は初刊図と同内容の新刻図と
される。131.5×59.5糎、木版、筆彩入。
原装元題簽付、小虫裏打ち、保存並上。
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